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　 L　第 3囘植木鉢試驗 （昭和 16年 1期作）

濾 ・） で Jkma・51〈g　tc對 疇 液 80　cc 嵐 水融 髄 讎 し て 撒 を來 し鰰 40 ・e
，
・8・  

ρ
瀦 最 も麟 な る就 認 め・ 之纏 盞彗灘 した購 試驪 踝 鯲 て 鞭 秀で あつ 擦 磁

べ た．．木報は之等事實韋伺
一層 明力》にす る と共に廢液施朏 『よる ：L轡 k狂鷺の 影響に就て 調 べ

騰 融 用の 場合ゆ附 る參考洲 1斗を得 る 蹴 で試驗 を行 つ た
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　 1） 土壌 ： 本學附近 の 丘 陵地 よ り得 た る第 3紀砂 岩頁岩質 の 細壌 土 を鉢當 5Kg 易巳使月」し

た．

　 2） 肥料 ： 鉢當硫 安 ： 3．57149， 過燐酸肥料 ： 3，22579， 市駆硫 酸加里 ： 0．9259 宛月」ひ た．

　 3） 廢液 ： 各匳に 對す る企施翔銚 1ま下 記の 通 りで 4 囘 （3 月 26 日 ， 4 月 3 日，4 月 17 日 ，

4 月 25 日）に 等量宛杢部追肥 と し て 施 し た．

　　　　　　　　 臓 　 別 　 　 1 　 　 2N 　 　 3 　 　 4 　 　 5

　　　
1
　　　　　　　　　　η」　　　ゴ迂（cc ）　．　　0　　　　　　　8　　　　　　　20　　　　　　　40　　　　　　　80　

「

4） 植4扱 撒 穫 ・ 藁 ・！・ 65號の 2011・1龍 縣 ・・昨 3 丿ヨ・8 日 に 牀 1株に 鮒 け 8・J、1・4

日 に牧穫 し た ．　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　
・

　 5） 管理 ： 試驗鉢 1ま栽増期閤中稍子室内に 置 き邇鴬に 注水 し生 育中，草丈
， 分蘗等に 就 き

調査 し た．

　 2， 生 育 調 査

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 第 　　　 1　　　 表

區

．
弼 30 バ ・・5 月tsH 　 　 6 月2 日 　 　 6 月PDH 　 　 7fi17 日 　 　 　 7 月3。日

別 纛 ｛羸 輻 ・顳 ・蕪 ・ 驥 羸 職
　1　　　69　　　4．5　　　96　　　／0．5　　　112　　　11　　 119．5　　11　　　　125　　　11　　9．5　　123．5　　　il　　IO．5
2736 ．5 ｛03．512 ．511317 、5117 ．518 　C32179 ，0 ．132．015 ．512 ，5

　3　　　71　　　7．D　　103．5　　11ρ　　114．5　　14．5　　119 ，0 　　14 　　　129 ．5　　14 　　13　　126 ．6 　　14，0　13 ．0

　4 　　71 、5 　　6 、0 　　　97 ．5　　12．Q　　115．5　　14．5　　126．Q　　14，5　　124 ．5　　13　12．5　　124．5　　13．Q　13 ．0
　5

’
　 77 　　　5、0　　101 ．0　　11．O　　

’
11ナ　　て4．0　　1て8．0　　14．0 　　127 ．5　　13　12．0　　128D 　　lt3．0 　13 ．O
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　　　　　　　　　　徐 ・ バ ガ ス 蒸煮瞹液 の 利 用 に 關
』
ナる 研 究 嘩 二 報）　 　 　 　 61　「）

一生育謙 φ褓 は第 ・麹 趣 で表 中磁 字は 2鉢 鮃 馳 で 觚 塀 之れ・ 潜 る 1
、

轍 で 1ま一般 に 謙 施月楓 唹 マ高 く槲 憧 と醂 嬲 縣 が な唖 で ある・頒 の 方 醗

液施用画 唹 て 數多 く． 施月踵 の 多い 麒 勵 蟀 少で あ る ・穗數 も躑 挺施服 瞰 て 多 噸

用 量の 多 い 程良好な る傾 向を示 し て ゐ る．伺出穗期に 及 ぼす影響 に 就て は之処を第 2表 に 示

す姐 標鞭 の 25 日謝 し廢液方値驅 で は搬 に 2G 昨 して IEIの 遲魎 示 して ゐ る
r

　　 　　　　　　　 　　　　　　 第 　　　 2 　　　 表

　　　區 別 　 　 ！　 　 2 ．　 　 3 　 　 4
』
　 　 5

　　　 月 日

『
　 6月25 日 　 　 6 月26 日 　 　 6 月26 日 　 　 6 月26 日 　 　

6月26 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

3． 牧樹 爛 査 調巒 繰 臨 鞍 及び第 嬢 に 示 した通 りで あ
や
・　

’

丶 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 　　　 3　　　 表

區 別

　 1
’
　 2

　 3

　 4

　 5

厩

濁

空

2345

’　． 地 上 部　9
　 　 in
　穗 　　　　．篥

、11．2 　　　　　　　
’
46

10．5　　　　　 50
厂
G3．1　　　　　 48

14．2　　．　　　 54

12，7　　　　　 49

　 　 磁
　

量 言　　 數

8、6　 　　 442

8．5　　 　 453

10．9　 　　 495

1i．8　　 　 621

届 ．7　　 　 595

第

小 計

57．260
．561
．168
．261
．74

一 ・

、　 　 粃
　

量 9　　 數

1．8　　　 300

2．0　　　 402

1．窪　　　 289

1．4　　 　 307

0．7　　　 192

地 下 部 9
根

1211141514

表

　 　　，
量 9　　 敷

10．4　　　 742

10．5　 　　 855

12．0　 　　 784

13．2　　　 928
12，4　 　　 787

合計　　　　丁1R
g 　　 t／

69．2　　　　　　　4．．76

71 ．5　　 　　 5．5Q
75．1　　　　　　 4．36
83．2　　 　 　 4．54

75，7　　　　　　　4．41

‘
根 長
C ）U

　 29

　 33 　
．
tS．

　 27

　 30 　 　 　
°

　 36

　分 蘖數　　　詫靉短
對

　 　　　　
’
　 　 　

總
’
數 　　イf效 數　　　最 9　　

：
　數

11、5　　　　　10，5　　　　　0．99　　　　　70．7

15．5　　　　ユ4．O 　　　　O．75
』
　　　61，1

13．5　　　、　12．0 　　　　1 ．00 　　　　65．3 ・

14．5　　　　 13．0　　　　｛．02　　　　7」．3

14．0　　　　　12，5　　　　 Q，99 　　　　62 ．9

　第 3表 の 合計に 於て は 80cc 迄 の 廢液施用で は伺れ も墸牧 とな つ て 居 り就 中 4・5 匪に 於 て 、

良好驚 る．灘

ド
8cc の 蹴 除け1嫐 鞭 の 129 幽 し贓 離 で 1よ 瑚 5 雌 示 し て ゐ る・

穗 べ環 蹴 て 譲 灘 娘 好で あ るカ・施 腿 と麟 撤 な關係は見虐妨 な 畷 で あ る・次 に 第 4

表 の 結果 に就 て 見 る と廢液施月1は 亠 般 に穀 粒の 堆牧を來 し特 に 40 と 80cc の 1・1艪 1に於て 稍著

し い ．分蘖數 も廢液施用區 に 於 て 増加 して 居る が 廢液多量 に な る と矛11工減少 の 傾 向を示 し て 來

　　　　　　　　　　 、
る ．

　 4， 土 壌 反 應

牧 穫當 日土壌の pH をア ン チ モ ＝ 一電極 ． 置換酸凝 大 工 原 法・ノll冰 轍 を K ・寵 ・ 法

に よ り測定 した る結果 を第 5表 に 示す ．

　　　　　　　第　　5　 表 　　　　　　　　　 pH に 於て は蒸溜 水處理 1〕H は廢液施用

醐 ＿
＿」 廴 ＿

＿ 黻 搬 1・n7S・male に よ り殆 ん ど靴 な く 6．3 を保 つ て ゐるが

」
ー

234R

）

蒸 溜 オく處 理

　 　 6．3
　 　 6．3
　 　 63

　 　 63

　 　 6．3

KCI 腱理

　 5．4

　 5．5
　 5．5
　 5．5

　 5．5

yIO
．180

、180
．180
．180
．18，

Yl13
・46

適 Cl 虞理 の 方 は標準1紛 独 こ 對 し脚 騒
13．5513
・46　 の は皆 5．5 を示 し て ゐ る．大體 に 於 て PII に

14．o7i3
．32　 及 ぼ す 廢液 の 影 響は極 め て 小 で あ る ． 置換
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tt

日 本 土 壌 肥 料 學 雜 誌 eg　15卷 第 1｛號

・
搬 も麟 ・ ・ りて 瓏 騨

・な  几峨 灘 嶇 の ・4．。・ が黼

・る影響 も餘 b大きい とは云 へ な い ．

　 5・ ‡壌 減分tc及 ぼす影響 　　　　　　　　．　　　　　　
．・

　牧穫後堰 の c・・N ，灼購 蹴 き調 疑 糸裸 拂 鞍 に 示す ．

り潟

｛

2345

ホ 分 ％

2，482
，512
，692
，252
，21

灼減％

3．333

、263
．363
．533
。80

第

G％
0．4420

．4030

．45ヰ
0，5050
，456

6 表

N％

O，1540
，1510

．1390
，1470

．117

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3．266　　　　　　　0、783
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3．435 　　　　　　　0．871
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3．89ア　　　　　　　　　o．ア　　

灼減・C・腐構 醸 液の 酬 は り一舟殳囎 えて ゐ る 詑 櫨 恐 ら く廡 中の イ丁働 薩 ．

因す る もの でμ と思はれ る・ N 鬮 灘 脈 よ bて 一駄 減少 ・L て ゐ る の は恐 ち 催 1黼

駈 卿 ・ 輪 欟 盛・ ・綱 湯・と して ・鱒 。 ・迄 も黻 。た。 。 囚 。 も。 、考

へ らSCる・止隈 寳 1堰 灘 用に よ P土壌バ ク テ リ

「
ヤ の 數著 し くag，加す る とい ふ S，U 。。、K ・）の

研
・
究で誰察出來 る．

　　　　　　　　　　　　　　　　 考 察 及 び 摘 要　　　　
「

・・前黼 調査結黜 ・ ら考 へ て 見れ贓 液 8。・c 迄 の 槲 盧 は 嚇 副 碯 の 蛸 齪 進 し鰍

竦 し て ゐ ・・此囎 枷 麟 躍 して 1よ黼 ・）鹸 て 大體淑 たの で あ詠最 も帰 咽

子 と レて

嘩 灘 碑 體鱠 耀 效上黴 な 鰔 分 で あ る と見 られ る．欝 断 の 植趾 重

要 ma ＄は鰍 ）に よ り略騾 蹶 る と’馴 唄 淌 擬 の 意味で 于荏翻 して 見 る事 と す る．

瞰 の 齢 騰 報
3）で 明かな 碓 に 有齣 ・M90

，　SD 、，　Si・，，　P 、
O

、，　C ・6，
　K

、
0 馳 含ん で

ゐ る・此 中 Mg は櫨 生雅 蹴 物鞘 との 匿緜 密接 に して 種子形 灘 役立 つ
4，・．・）事 肱 論

の 事植物生崖上7）tc於’
Z も亦重量で あ 動 最近 規多 の 研究が 發表 され て ゐ る ．　　　　　．

’　
「

皀卩ちTAYL ・R8）は灯・1作で數辭 物に つ きMgS ・
・ の 肥效 焔 躑 臑 め．　 S… ARRER ・）は M9

黴 率肚 觀 竰 含9tc左右され 冶 量 の 少 曜 繖 靭 高 縛 騰 告 した．次 瞬 直物生

産 ！勺親 て Mg の 酬 購 酸
’°」」）廠 厩 賑 す る が Ca・2・の 鰍 を低下す る伝 ぽれ ． 植

物體中の Mg 含量ゲ ア ル カ 蝮 褊 めて Mg 擬 脈 對す 鑼 病 戦 下げ訊 Kq1 卿

き力哩 鹽硴 肥 瞰 糟 中の K ・ c ・ を齣 して M9 を鰍 13）せ し め ると云 1翻 て ゐ る：
S 蹴 物生 数 顛 乱 鋸 白備 分 の 塘加tz役立 螺 は S− ・1’1・・噺 究結果 L。．X． 1）て

明か で ある・そ の他硫 ｛靴 舗 は種子 の 發芽促進 作用
15）鮪 す る と 紜 齢 て ゐる．

彡¢ Si であ る が珪酸は勵 組織 を張励 らしめ縮 に對す る 抵掬 」鯲 大
・6，・・、・渦 蹴

中稻熱病 の 豫防一賄 效な る事は瞭 古 い ら知 られ た飄 … s… ） で あ b踊 物生理 繊 び に

植物生 産上岬
7・43堪 だ級 な る役割 蝦 秘 もの で あ る．從 縦 酸 ［z 關す 研 究は甚だ多

’°di：25’2” 3‘）k の 輔 物‘脚 的 に ・鰍 つ た もの の 2，3 を紹介す 褥 とす る ．皀防 齦 黜 酸 の

代用17）擁 し纈 個 J瞰 ぼ す有蜘 賭 しく ． そ の 效鷺 叉垂戴分
1
曳 開囃 接に して 鮒

N 工工
一E・leotronio 　
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鰐

蝿 の 存蘇 よ り囎 大する と鵡 れ て ゐ る・齦 は焔 攤 内で 購 酸 ・9）の 繝 を腋 し

鞭 作用 胱 鮪 ら しめ・事 も認 められて ゐ ・ ・期 臘 瞞 物體内へ の 驃 ． 硫 醐 黼 ，

石薦 の 鱶 伽 徽 2°）轍 少せ しめ る と去 ふ ．鯉 との 開係 に小野舐 の
・・）融 が あ る ．

皀卩ち鍛 醐 徽 飜 すが鯉 齣 大な確 その 髞 曙 し・・＄ trWtlllZ2・ して ゐ 。．て膣 素

　
との 關係23）に 於 て 珪酸は植物體内で は窒幸の 代用 をな し得な v・が珪酸の 效果は 病害の 發生 多

．
き螺 貔 町 於て 大な ・ も韻 腹 ・」・な 砥 で も嬬 め 櫑 と ・ うか ら鍛 の 繝 雌 に

　窒素過多に よ る病害 を低減す る の みに 止 まらな い ．

　　
その

髄 齣 ・ P ・°・， C・9・　K2° 黝 齣 勸 として 簸 で あ・事臨 剛 巴斗・欅 鯲 ・徽
で 豹 そ の 肥 焼 領 諏 す る 必 iftats・Viと思ふ ・鰍 の 如 く鵬 勵 翻 勗 見磯 灘

湛 齷 魏 鰔 勉 含ん で ゐ る 拷 へ らn ・・嘶 く論踈 れば黼 の 肥效醐 牧の 麟 皰
醐 か とな ・り難 麟 嘩 ・繝 化岡 徹 毓 分 L・ b る と徽 ・．俳 し

！ti（一際鯲 て 廢灘
H」lcよ翻 搬 あつ て 醸 漣 脈 よる爆 尉伽 嬲 如倣 當鯖 慮すべ 隷 大鬮 で あ

る・此螺 脚 の 牡 黥 應（P且 置換酸度 ， 加水酸度等）噂 て は不 船 なが らも醗 の 結

果か 覘 て 左獸 き嚶 雌 伽 もの 硯 ら楓 そ
ρ靴 鋤 齢 の 中囃 響の 割。 描

観 は櫛 もの は燬 申の Mg 含量で あ る ・換計 れ醸 灘 孅 物 と して aMg

’
　tfiも多

量 に 飴 之れ を・躔 翻 1へ ・事・ よ り・購 積 と螺 妬 麟 嘆 銑 來 ・て＊、9C物蛸 曙

作用 を及ぼ す と 緒 へ られ る t＿ tt．　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

然れ ども單に 磁 載 よ りて植物蛸 力・左右“」n・as＄ tr．．f．
へ ち 傭 吐 い澱 近 の ｝蠏

・4）

か ら假 に 瞰 聊 で 骸 勅 嬲 を來す程壌 Mg 含量が 塘力・し て も實際V5・mp　L しtur餘
岐 障 蘇 さ獅 もの と撚 す る ・併 しなカ・膿 灘 脈 よ る M9 の 勒 肚 貅 瓦・g を

糧 しな くとも施膿 液曜 か 蝌
・
算で そ の 樹 縣 蜘 る 鄭 出來 ・欧 略 醐 と Mg

量 と の 闌係 を示 す ．

　　　區 別 　 a 　 　 2 　 　 3 　
’

4 　 　 5

’
・

　　　
MgO ％ ．　 。 　 　 。・。。17 　 　 0，。043 　 　 。．CO86 　 　 。．0172

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ご

鵬 瞰 施臚 の 多囃 Mg の 量高 く・ 何れ も概 て 蝿 で あ 畷 際購 に 方き燃 Mg ＿

部 瞞 亡す る孰 有 り得 ・

や
で 上述卿 き嚥 鰍 ！に よ bて 起 ・ M ・ の 勵 ・・は隅 的端

か ら兇 て 働 間駄 秘 な い ・ 嬬 之れ廠 て は將勅 詳細 略 繍 か ら覆院 圃 嫐 勺躍

め る必要が あ るの で 口下 更 に 研究績行中で あ る ．　　　　　　　　　　　　　　　　　
”

　次 に 本試驗結果 に 就て摘録す れば下記 の 通 りで ある．
’

1） 蝦 5Kg 幽 し麟 8・cc 迄 喨 ∫1騒 離 倣 龍 雌 囎 牧 蘇 す ．就 中 4。 と

80cc の 場合最 も優秀で ある．　　　　　　　　
s
　　　　　 ．

2） 闘 聯 臆 一脈 水稻 の 出穗 黼 逞延せ し め る が そ の 搬 協 て 小 で あ る． ．

　3） 土壌反應に 及 ぼす廢液施用の 影響は極 め て 小 さ い ．

4） ・臘 齢 卿 qCIN 醜 は 勺講 瞭 液施脈 よ孀 勵 ・す る もその 黻 極 めて ，J、

丶

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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、　 R
’

Tpm
一

さ く．
N は植腐施 用に よ・わ稍含量ゐ低下 を示 し て ゐ る ．

　 IL　　第 2「周「igl場｝試乙驗（1昭耳…ll　16年 1共月f乍）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　  　・　　　　　　
．
　　　　　　　　　　　　　　a ・　追　月巴試 驗

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f
…

昭和 ユ5 年 2 期作
！）に施行 した る圃場試驗 と全 く岡樣な る條件 の 下 で 同場所で 行つ た試驗で

あ る．　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 ．

　工

1
栽 培 條 件

　 ユ） 場脈
’
薹北帝大理農離部附厨第一農場水 田（匿當 5圷）

　2） 肥料 ： 甌當硫安 こ 0。629Kg ， 過燐酸肥料 ： g．702　Kg ， 硫 触 ： O．278　Kg をag［i・」前 日に 方麁
　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ
した．　　

「
　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　

’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

3）
．
瞰 ・ 各灘 對す 碗 騰 獣 の 如 くで 2 囘（3 月26 日・4 月 ・・ 日）・糧 宛施 した ∴

　 　 　 　 斑 、Sl： 　 　 1 　 ． 2 　 　 3
．

　 4

　　　・服 （1）・　 ° （無 肥 料 區 ）　 ．
° （療準 區 ）　 　 12 　 　 　 24

め 植付 濠 中 6轜 の 20 日直￥を昭和 ・6年 3 月 15 日 に 3 ・本 1株に 樹 搬 鏘 ii付同株

數 264 株で あ る・　 　 2 　 　 　 　 　 　 　 　 、　
’

5） 脚 灘 水 ・ Vl；・給醐 度醜 ら鹹 に注恥
3 月 2凪 卵

8 昨 除範 行岬

年 7 月 10 日 に牧穫 した．

　 2．　牧　　量
…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　・

　稼稜物は直ち に藁と籾とに 別 ち天 日乾燥 した る後秤量 し て 各麗 の 牧量 を決めた．第 7表は

それ ゆ 2騨 楙 果で あつ 略 ヰ攵靴 槲 嘔 を … と したる駘 の 瞰 數 も示 して ある． ，

　　　　　第　 7　 表　　　　　　 、 籾 の 牧量で は 4 區最高 位 を占め 3， 2， 1， の 順序 と

1ガ藤 癖
藁

醗 諜 膿灘襟 鴛畿 諺鷺
’

23 ・90
　

10Q・°04 ・29
　

1°0・0°
量 1試 よ り收 量 の 塘 加が 少 L．・ 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 136823　 　 4．65　 　 　 　 　 　 11923　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5 、87
4 　 5・21 　 133・58 　4・93 　 112・58 　 3・ 」k 穫 物 言｝・

ll
査

　各試驗颪劃 の 對 角線上 に 存在せ る任意 の 20 株 に 就 て 藁及 び 穗 つ 重量 ， 藁の 長 さ ， 穀 粒の 總

數及び籾 と粃 と の 別 ． 分蘗總 數 とイ∫效分蘗数 ，

一本穗に對す る 穀 粒 の 總數と重量等に 就て 觀

察 し 1株 に對す る午均 として 第 8表 の 如 き結果 を得 た．

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 第 　　 　 8、　　 表　 　　 　　
’

。 ＿
塰 L 薫 2 琶 豐 。 ．

剃 　全 量 　　藁 　　 穗 　　量 9　 數 　　量 9 　 數 　　量 9 　　數 　　全
’
鑑 右 敷 數 　 量 9　　數　　　Cu1

1　　 17．7　　　8．7　　　9，0　　　8．6　　461　　　0，6　　 82 　　　9．2　　　543 　　　ε、1 　　　8．5　　　1．D5 　　63 ．8　　65 ．9
2　　25．0　　10．0　　15．Q　　1

．
3，7　　530　　　0．7　

’
137　　14．4　　　667　　11．葉　　　10．6　　　1．36　　62．9　　68，5

3 　　33 ．4　　｛3．7 　　19．7 　　18．0　　660　　　0．7 　120　　i8．7 　　 7BO 　　144 　　／2．6 　　　1．46 　　60．9　　72 ．8
4　　 32．5　　 13．O　　 a9’5　　 18．0　　 681　　　0．6　 119　　 18．6　　　800　　 132 　　　12．9　　　1．44 　　．62 、0 　　75 ．5

　上記結果 に よ りて 明か V4る如 く廢液施用 は牧手薙物．穀粒．分莫 ．一本穗営撫 ll架 著 し い 效

果 を及ぼ し増牧 を來し て ゐ る．
巳

＼

！

盤
1
、隊

．〆
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丁・um
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h
　　／　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　 　 　 　 　 　 　
・
　　　　　　　　

’
　　　　　　　丶

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

徐 ・ バ 淑 蒸 煮賺 鯏 用醐 す乙啾 （第二 報） 　 　 　 6、9

　4）　土 壌 反 應　　　　　　
、
　　　　　　　　

’
　　　　　　　

・
　　 ．

羅 伽 ・数 つ きその pH 囓 奐酸度（大 ・源 法）．鰍 綴 （K ．N一 法 ）馳 鯲 し瀦
果 を第 9表に 示す ．　　　　　 ．　　　　 ・

．
　　　　　　　　　　　 ” 　　　　

“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

　　　　　め　ド’
　

．・’v ．．．
爵

　
』
ご
「

’二｝
　　　

1ノ：
η

磧 周

で

234

」

　　　　 第　 ・9

　　　　 pH
　

　 し
へ

蒸 溜水露理 　KCI 處理

　 　5 ，5　　　　 4．5

　　5・4　　　　　4．6、
　 5．3　　

’
　 4．5

　
噛
　5・5　　　　；　4．5

表

置 換 酸 度
　 y1
　 3，00
　 3、07
　 3，03

　 3．DO

カ17k酸 皮

　 y130
，1030
，1827

，11　．

26．11

pH 紺 換 醜 寧 就て は嚥 黼 ∫肱 よる

影響極めて 少 く殆 ん ど無變化であ る と い

岱
る・併 し力冰 醜 駄 圃 醜 ∫llでflk下 し

て ゐ る．それ は恐 ら く廢液中の 鹽基 の 置

換性に二因 る もの と思はれ る．
5） 膿 畍 級 ぼす鞭 橄 即 ・・攤 就嘲 べ 婦 の 褓 を第 ・・表。 示

’1・．　，・
’

別・
迅

−
，
2
．
34

水 分 ％　　　　灼減 ％

2．25 　　　　・　　5β8
2．28 　　　　　　5．40

　 　 　 　 　 　 　 t
2．16　　　　　　　　4．96
2，32　　　　　　　　5ρ9　・

第
e％
1，76617691

．7791
．791

，

01 表

N ％・

0，2510
．203Q
，2520
．233

C／N7
，0368
、7147
．059

．

7，6fl6

腐植％

3、0453
．0493
，067 ・

3．088

鰍 蹴 て は 鞭 ・伽 も標・糶 ・ 妙 暉 C ・離 ・ そ鑓 で あ 。 ． N は 、諭
α252 は 聴 韈 ・lfJ　fiEであ ・ ・噸 は徹 少 ・で・ ・ ．　q ・ の ・｝嬢 の ・714 が 黼 燻
3・

　1 の 順位 を と つ て ゐ る

迭 體鯲 て ・授灘 用は鰍 働 で は あ る カ・鑛 イ∫勸 。諭，。

丶

塑 齢 す る も」・記施腿 で はそ の 攤 藻 翻 で 磊 t

　　　　　　　　　　　　　　　　　考 察 及 び 摘 婆

以上 の 纈 獗 か 蝋 鰰  駈 ・そ躪 蹴 齷 鞘 を讎 ・ 撒 ・來す馳 噸
で あ る・ 餤 料不充分 と駄 ・ S も一隴 臆 趾 勸 麗 及鹹 帰 ら推糺 て 」，記 範齬
鯲 ける施膿 で は爆 1生質瞰 ぼ す雛 棚 て 小 で あ ・ と武 躍 ・．併 硬 に 長驟 亘 。

謙 方嫐 こ よ る嬲 と他施 か ら懲 ・ た ・雌 蹶 の 數 の イ無 蹴 て 齪 珊 甥 翻 ，

で 何れ發表す る豫定 で ある．

要す る1（ 謙 ・上記綱 量で は ・り腫 捌 黷 瞰 ぼす 勝 磬概 て 小 ・ く蝋 舗 。著 。

き肥效 を示 し轂 實鯲 て 約 20−34％ の 數 を來 した甎 瓢 で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 b・．基 肥 試 驗

覦 測 巴灘 鯲 て 謙 の 鯏 ・・撒 一嬲 か 醋 ・ 轍 昇ミ蘇 ・ た が 蹴 ・飜 。 方寄囎 之
捷 蹴 と して 棚 す ・船 も起 購 の で 昭和 塀 ・1明脇 ・ 騨 木鰍 驗 ・）鯲 為82。

ce （5K9 ・膿 に對 して ）艦 ・匿 し前記 湖 E識 と鴫 に ；黻 都 つ た．
1・　栽 培 條 件

1）　場
・
所 ：

）
　

）

　

）

り一

リ

リ

「コ

肥料 ：

暖液 ：

椎イ・1
’

：

前記 鎚肥試驗 と同場所（R；1？1｛Z5ナ，’F）

前記 追肥試驗 と岡 最

各融 こ對 す る施1瞳 は〃この 如 くで 綿 ll燗 巴と して 手耐揃 ，こ 茄 し た ．

嬉沖 Gδ號 の 2° r珊 を ir｛和 尹 年 3 月 ユ5　Elに 3 本 1枕 二鯔 扮 剛  壱搬 麟

汽

’ ．

，；i’

ガ
昨

．．｝、、

　…

・工工
一E ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・… b … y 縷 ・
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620 日 本 土 壌 肥 料 學 雜 誌 第 15 卷 ．第 割 號
、，

株で ある．　　　　　 ・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　 　 　　 　 　 　 區 　　　 洌 　　　　　　　　 t　　　　　　　　 2　　　　　　　　 3

　　　　　　　用　　貴　（1）　　　　　　　　　　　　0（標準區 ）　　　　　2．4　　　　　　　
’
　　　 6．0

．
5） 髀 ・ 轍 水 の 供給嘩 意 しつ ・ 3 月 25 日 ・ 4 月 鞫 に騨 捕 ひ 7 月 ・・日 に牧穫

した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．
　　　

’

　2． 牧　量　　　　　　　　　　　 ．

1
牧穫物は直ちに 糧 と藁と に 別 ち乾燥後その 牧 量 を決めた ．第 11表 ぽ その 2蘯手 均結果で あ

っ ℃各牧量 と標準嘩 を 100 と し たる場合 の 比較數 も示 し て あ る ．上 記結果を見 る lc　2．3 區 に

　　　　 第　　11　 表

區 別　 ・
狐 　　　⊥

　　 收量Kg 比較數　收量Kg 比較數

　 1　　　 3．90　　100、00 　　 429 　　 100．QO
　 24 ．30112 ．314 ．33100 ．93

　34 ．Q3103 ．3＄ 4．1496 ．50

し て ゐ る樣で あ る．

3：
・

收 穫 物 調 査

於 る籾 の牧量は何Ptも標準匯 よ り
’
多い 力環 は 3區 に

　 　 　 　 　 　 　
　
　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 ノ

於て稍減少 を示 して ゐ る ．一般に 廢液C｛5基肥的施用

も線や藁 の 塘牧 を來す が そ の 程度瀘肥の 場合に 比 し

遊だ弱 く且施用量 の 増 加 に連れ て 増牧峯の 低減を來 、

　　鰍 驗隙 ゆ 對鰍 上 瞬 麓 る任意 の 20椈 蹴 て 藁及び 穗 の 盤 ． 麹 長 さ， 難 の 數 ．
〆．

　及び籾 と粃 との 別 ． 分蘖總數と有效分蘗教 ．

一本穗に對す る穀粒 の 總數 と重量等 に 就て 醗察
尸

　 し 1 株 に對す る亭均 と し て 次 の 如 き結 果を得た．

　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　 12　　　 表

覧譜 獣 ． 。嘉 「論 ． 。轟 ． 灣
士

警
　　1　　25．0　　10，0　　15．0　　13．7　　530　　　0．7　　137　　14．4　　667　　　11．t　！ 10．6　　1．36 　　62．9　　68．5
　　225 ・210 ・215 ・。 13・7507 　0・56414 ．2571120tl ．11 ．2851 ．465 ，1 　

’

　　
3
　　

2i ．3　　　8．8　　i2．5　　12．3　　429 　　　0．3　　　49　　12．6　　478　　　12．1　　　11．4　　　1．11　　　41．9　　63．9

　　第 12 表 の k裸 か ら見tしば穀翻 牧 鯲 け る鎌 の 效果は 全 羅 め得 ざ る も嚢難 。 分蘗増 　・
’

　加 の 促進に役立 つ て ゐ る樣で ある。　　　　　　　　　　
‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〆

　　 4． 土 壌 反 應 　 　 　
’
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1

　　牧 穫後土壌 の pH をア ン チ モ ＝ 一電極 法に よ り測定 した る結果 を第 13 表 に 示 す ．その 結

　果 KCI 一處理 pH で は 3區 の 4・6 が 標準區 と 同値で あ る も2 區は それ よ り高 く蒸溜水處理

　pH の 方は 2，3 區等 の 如 き廢液施用甑 に 於て 稍上昇 の 傾 向を示 せ る もその 程 度著 し1な い ．

　　　　　第 　13 　表 　　　
’

　　　　 考 察 及 び 摘 要

　區 別　蒸 溜 水 處 理pH 　 KCI 一虚理 pH 　　　．ヒ記 試驗結果か ら考察 して 廢液の 施用方法は躙場 に 一
　 　 1．　　　　　　 5．5　　　　　　　　　4．6
　　2　　　 5．6　　　　 47 　　　 於 て も逍肥施用 を宥 利 とす る様 で あ る ．そ の 理 r［1は恐

　　
3

’

5・6
　 　 ・・6 　 ら 槌 肥 と し て 酬 す t・ば 羅 とす る よ 魏 鎌 の 還

元 性を滔滅す る 上 に 於 てイ傚 で あ る と推察す るが そ の 詳細 及び瑚 Eに す る場 合の 量納 關係等

　に 就 て は 目下 佝研究中で あ る．

　　次 に 本試驗緋果の 主 な る 事項 に就 て 摘要す る．
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「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 牝な 、

　　　徐 ・ バ ガ ス 蒸煮慶漢の 利用 に 關する 研 究 （第 二 報 ）

晃
∴

『

　
’

、、．…

6磐1　 ・・

　 1）、廢液 6立迄の基肥納施用は僅か籾の 牧蠻 を塘加す る も
一般 に そ の 效果著 し くな く2．4立

よ b6 。0立 の 場合更に悪 い様で ある．．

2） 謙 味 肥的麟 は一般吐 壌 pH 礫 め る もゆ 程難 だ嬲 で ある ．

　 c． 薗 場 試 驗　　
・
　 ，　　　　　　　 ・

　 廢液の 施用は圃場に 於 て 著 しき壇牧效果を有す る事は第一報
j）及上記各圃錫試驗系f，li果か ら

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
考 へ て 明か で あ る．然れ ど も從來の 國場試驗は何れ も同一揚所換 言せ ば同一

」酒 三の 下 に於け
・

1
る もの なる故廢液の 利用を 普及す る如 き場合に は 未だ術資料不充分な りと し從來 と異なれ る

場所で 試驗 を行ふ必要 が あ る と考 へ た．夫故盛灣パ ル プ エ 學株式會祗に 依囑 して 大肚工 場附　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

近 の 水 田 に 於て試驗 を行 つ だ
』
老 の 結果は次の 如 くで あ る ．

　　　　　　　　　　　　　　　　 1， 試 驗 絛 件
’

　（1） 場所 ： 蕣灣臺中州大甲郡大肚庄．大 肚壼灣パ ル プェ業株式會就 大肚工 場附近水田．，

　 （2） 施肥 ： A 匪 （0・4268 甲）： 墓肥 と して 豆 粕 4 放 を施 し植付直薊水稻用調合肥料 3叺

（10 貫・匁入）を施肥 し第 1 囘除草 （植付後 12 日目）後更に訓合肥料 3 叺 を施肥す ．伺鋤起 し の

水 田 に は面積 の 約孕分位頭豆 を作 ！たる もの を鋤込 んだ．

　　　　　8 厩（o岬 ）1 、全面積に 亘 り齏 ニカ気僅か に在 りし儘 を鋤起 し 植付前 日隣接廢液の

施肥試驗 を宛ふ面 積 O・02 甲 と合せ る 0・52 甲に對し調合肥料 7叺 を徴布 し以後除草を行ひ た

るの み．

　　　　　C 甌 0．02甲）： 前 B 區 の 画 積 に包含施肥せ られた る もの kて 内 0．02 甲丈 を區劃

しパ ル プ廢液を 追 肥 した．　　　　 、　　　　
’

　 （3）　疹璧…ミ夜：　A．1蚕蓬：　無添力jl1毒£

　　　　　　　 B 區 ：　　
”

　　　　　　　G 區 ： 添加區郎ち O．02 甲に對 し全量 225立 の 廢液 を稙付後約 10日毎 に都

合 3 囘に 等量宛施肥 した．

　 （4） 品極 ： A 匝 二 水 稻 150 號

　　　　　　　B 區 ： 水稻臺中 60 號

　　　　　　　C 匯 ： 水稻 臺中 60 號

　2．收 量 、 各區 の 籾牧量 と甲欝牧量 を示せ ぼ第 14 表 の 通 で あ る ．

　　　　第 　　14　 表　　　　　　　　皀Pち甲當牧量 に 就 て見 2しば C 逼最 も高 くB 匝 の 67

區 別　區 當釈牧 量 （斤 ） 甲當收 量 （斤）　 20 斤殻 も劣る ．此結果か ら A ・ B 爾區 に對す る C 匝
　 A 　　　　　3200　　　　　　 7500

B 　 ．、33・・ 　 　 67・・ 　 の 融 歩合 を求 むれば夫 た 26・0％ と 40・6％ tcし て 著 し

　
C
　　　　

189
　　　　

9450
　　　 い 廢液施用 の 效果が認 め られ る ．尤 も A 麗，と C 匯 の

如 く水 稻品徑 の 相異あれ ど も要 す る に 廢液施用 に よ る 壌孜 の あ る事は明か で あ る．

　 3．　」二　壌　反　腿1｛

　 救穫後 の 土壌に 就 きそ の pH を ア ン チ モ ニ ー覧極法に よ り測定 し彡（の 如 き糸ll果 を得 た ．

／

／
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　　　表 に よ り明かな る如 く A ，B ，　G 　tiHの 差異鹸 り大 き くな く KCI −b　ttill　pH は一般 に 高L… ．

　　　　　 第 　 15　 表　　　　　　　　　　　　 結 　　 論

　　 闘 1】 蒸 溜 71磁 理 pH 　 KGI 一歔 里pH 　 要す る に廢液の 施 月j效．果は ，｝71種や 」牲 の 如何 t ”gtx
　　　A 　　　　　　　　5．6　、

’
　　　　　　5．4

　　　B 　　　　6．1　　　　　5．7　　　 す水稻 生育に對 し著 しき 肥效 を現 は し て 租の 牧量 を増

　　　C 　 　 5・6 　 　 5・4 　 　 加す る事は確定的で あ る と考 へ られ ， 叉・1ゆ 施肪 法

　　 は基肥 とす る よ りも寧ろ温肥 として 施川す る を得策 とす る樣 で あ る．

　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　小　　　麥

　　　小麥生育 に 及ぼす 廢液の 最魎施用量 を決定す る 目的で 植木鉢試驗 を行ひ 彡（の 如 き結 果を得

　　 た．　　 、ご

　　　ユ． 栽 培 條 件
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．s’i
　　 （1） 土擁： 本學附近 の 丘 陵地 よ り得たる第 3紀砂岩頁省質 の 細 壌 土 を ワ グ ナ ー鉢當］51〈9

　　宛使 用 した．　　　　　　　　　　　 「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一

　　　（2） 肥料 ： 鉢當硫安 ： 2g， 過燐酸肥料 ： 2g，硫 加 ： 、1　g 歩匡施川 し た。

　　　（3） 廢液 ： 各逼に封 する全施 用量は下記の通 りで 4 囘（1 月 9 日 ， 1 月 16目 ，
1 月 27 日，

　　1 月 30 日 ）に 等量宛施用 し た．

　 　 　 　 　 區 　男IJ 　 1 　、 2 　 3 　
・一．4

馳
　 5

　　　　　 用．量（  ）　　　　　 0　　　　　　8　　　　　 20　　　　　 40　　　　　 80

　　　（4） 播種及び牧穫 ： 埼玉 27號 の 種子を鉢當 50 粒宛昭和 15　f・f・　12 月 24 日 に 撒播 し昭和 ．

　　16 年 1 月 6 日に 聞引して 5 本仕立 とな し 4 月 16 日 に 牧穫し た．

　　　（5） 管理 ： 試驗鉢は栽培期 lkl　p　1
’
匸磑子室 内に置 き灌水 に 注意 しつ S 遖鴬に草丈，分蘗等 の

　　訓査 を行 つ た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　　　2。　生 育 調 望…

　　　訓査 の 結果は第 16 表の通 りで 表 中數字は 2鉢 の 不均値で ある ．以下伺様で ある．

　　　　　 　　　　　　 　　　　　 第　　　 16　　　 表

　　　　　 1 月27 日　　2 月15 日　　　　2 月28 日　　　　　　3 月15 日　　　　　　3 月28 日　　　　　　4 月t6日
　 　 　 　 　 　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　

　　 匳 溺 　草 丈 分 蘖　草 丈 分 棄 　草 丈 分
’
蘖 穗 　草 丈　分蘖 　穗　 草 丈 　分 蘖 　穗 　卓丈　分藁　穗

　　　13 茎還 5 ，9fE　 12 齢 135 齶 1、 1。 6鷁 22117 呂港後 12

　　　2　　 36 ．7　　5 　　56．2 　　14　　66，0　　14　　5　　66．2　　15　　10 　　66．8　　23　　11　　70．5　　24 　　12
　 　 　 3　　　36．6　　5　　　58．2 　　14 　　71．8　　14　

’
5　　73．0　　15　　　8 　　73 ．2　　25 　　11　　81．0　　25　　13

　　　 4　　　33 ，7 　　5 　　　56．2 　　13　　68．6　　14　　5　　68，8　　15
「
　　9　　71．4　　18　　11　　72．0　　18　　瑤1

　　　5　　　33．3　　5　　　55 ．2　　11　　69．0　　11　　5 　　69．8　　14 　　て0　　70．8　　17　　10　　73．0　　17　　11

　　　草丈で は 1
，
2 箇所 を除 け1ま一般 に 瞹 液施用區 に 於 て 良好で あ る fJ：SIJI71内［・C 於 け る閲係は見

　　當 ら な い ・分蘗ぽ廢液少量旺 に 於 て 一般 tC標準圃 τ 優 る も廢液多量 匪
・
礁 劣つ て ゐ る．轍 こ

　　於 て ぱ 一般 に 駿液施；1；　tcよ る良好 な る效果 は 極 め て 微弱 で あ る ．

　　　次 に 出穗期 に 及ぼす慶液施用 の 影響 で あ る が次 表 の 如 く廢液施 y｛」厭 に 右寄て 出穗一般に 早 く

　　そ の程度は威液施用量 の 多 い程早 い 様で ある一一

　　　　　 　　　　　　 　　　　　 第　　　 て7　　　 表

　 　 　 　F，｛lt．L 男lj　 1 2 3 4 ． 5

　　　　出　穗 　　日　　　　　2 月25 日　　
鹽
　　 2 ．F］24 日 　　　　　2 月24 日　　　　　2 娼23 日 　　　　　2 　J

−
］　23 日

N 工工
一Eleotronio 　 Librar
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・3． 牧 穫 物 調 査 　
’

牧穫伽 中・垂樋 ・穗期 畏重．穀欝 蹴 嚠 ぺ 翅 f厩 第 ・鞍 に 示 す ．

區 別

12345
厂

登 乾物澱（9）
−

穗 ＋ 董 ＋ 叔

　 　 26．1
　 　 26．8
　 　 26 ．9
　　　　　　 ／
　 　 27．0
　 　 27．1

第

穗 重

碁

9．39
．29
．79
．79

．6
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、61
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．80
．61
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穀 實
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．5
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623　　i
　 　　 　　　 　　 　　「詩
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 y

・ 鱗 繦 蹴 て は搬
嘆灘 用竃 に重 く・ 磁 で 齠 4， ・ 區蘭 才・ も桝 糠 優。．

穀
轡 瞰 施羅 鯲 て 一

般 に 槲 攵 して 居 蹴 中 輔 爾躑 最 も優秀 で あ る ．

　 4・ 土 壌 反 應

擁 後蟻 に 磚 そ の ・H をア ・ チ モ ー 電鰍 で 鍛 し第 ・鐵 の 姆 糸11既 得た．tt

第　　19　 表

區 別　蒸溜水處 理 pH 　KC1一處 理 pH
12345

’

7586555555 ’
　 48

　 5．0
　 5．0
　 4．7
　 4．4

鄰 水處理 殫 の 中 3匪 の 5．8・e 除 けば 脚 魏 月嘔 に

於て 一般 tc低 く・又 KC1 處 fi！・1・II で は 葡 區は何れ も

馳
攤 鰄 よ 購 い ・概 して 疲液の 酬 1批 壌 pH を稍低下

せ しめ る もそ の 程皮極 めて 小 さ く施月1量と 比 例的關係を

示 し て ゐる と見 られ る．

考 察 及 び 摘 要
醴

厂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彌駈

　　　
上 記 小麥啾 驪 恥 覡 七小麥蛸 瞰 ぼ す贓 嗷 知 除 曙 ・ く蹠 い 糊 旅 存

　　
在す る・もの で 動 鰰 4・−8・・c

．・
・c 於て 飆 の 蠍 最 も著 し い の で あ・ ．夫故櫻 生育。對す

・

．

る
騨 曜 灘 糧 厳   些肋 繍 か ら採 ば堪 ・臓 嚠 し 4・．・・。。 の 鞍 ，勾。 あ

．　 る もの と推定 し て 大過な きもの の 如 くで あ る ．　　　 ’

　　 次 に本試驗結果 の 摘要を下 に 示 す．

　　
1） 賺   は小麥生龍 避 囎 牧 裸 す もその 效 羅 噺 し 伽 。 ．

　　
2） 櫨 の 鰡 ll

か ら小麥生育蹴 40−80　cc 迄碾 瀧 髄 とす る様驚 る ．

　　 3） 廢液施用 は小麥 の 臨 艶 槲 廴め る ．
　

’
　　　　　　　　　　　｛

　　4） 廢灘 用ぱ土 壌 pH を稀 氏下す る ．．

　　御 に 臨躰 階 をなす ・ 韻 鰤 ［・糊 な 礪 擲 と 繖 齔 跏 た ・鰤 農騰 蠣
岡攤 先生 瞰 ・謹で 讎 な 襯 髄 捧げ ・嬬 で あ・． （昭 和 16 年 鐙 月 2Q 日受理 ）
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